
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
十
四
第
一
項
中
「
当
該
」
を
「
同
表
の
」
に
改
め
、
同
項
の
表
の
第
一
号
ホ
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
五
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
二
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
条
の
十
五
中
「
第
四
項
、
第
十
九
項
及
び
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
」
を
「
第
三
十
一
項
及
び
第
三
十
三
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
」
に
、「
同
条
第
四
十
六
項
」

を
「
同
条
第
五
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
六
の
三
及
び
第
二
十
条
の
十
六
の
六
中
「
提
出
す
る
と
同
時
に
」
を
「
提
出
し
た
後
、
速
や
か
に
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
六
の
八
中
「
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
で
」
を
「
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
」
に
、「
提
出
す
る
と
同
時
に
」
を
「
提
出
し
た
後
、
速
や
か

に
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
益
金
額
（
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
帰
属
益
金
額
を
い
う
。）」
及
び
「
又
は
個
別
帰
属
損
金
額
（
法
人

税
法
第
八
十
一
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
帰
属
損
金
額
を
い
う
。）」
を
削
る
。

第
二
十
条
の
三
十
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

法
附
則
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶
予
の
申
告
を
す
る
者
に
係
る
第
二
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
申
告
書
に
、
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
申
告
書
に
、」
と
、「
行
い
、」
と
あ
る
の
は
「
行

い
、
当
該
住
宅
の
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
」
と
、「
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
書
類
及
び
法
附
則
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
に
足
り
る
書
類
」
と
す
る
。
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徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日
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徳
島
県
条
例
第
三
十
九
号



第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
国
民
体
育
大
会
」
の
下
に
「（
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
国
民
体
育
大
会
を
い
う
。）」
を
、「
選
手
」
の
下
に
「（
職
業
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
す
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第

三
号
中
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

附
則
第
十
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
」
を
削
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
及
び
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
」
を
削
る
。

附
則
第
十
二
項
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
る
。

附
則
第
十
四
項
中
「
又
は
連
結
事
業
年
度
」
を
削
る
。

附
則
第
三
十
五
項
中
「
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
で
」
を
「
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
三
十
第
十
一
項
中
「
附
則
第
六
十
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
六
十
二
条
第
二
項
」
に
、「
附
則
第
六
十
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
六
の
八
の
改
正
規
定
（「
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
で
」
を
「
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
」
に
改
め
る
部
分
に

限
る
。）、
同
条
例
第
二
十
条
の
三
十
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
附
則
第
三
十
五
項
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
（
第
四
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）
の
規
定

令
和
三
年
一
月
一
日

三

第
一
条
中
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
六
の
三
及
び
第
二
十
条
の
十
六
の
六
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
第
二
十
条
の
十
六
の
八
の
改
正
規
定（「
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
項
で
」
を
「
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）
並
び
に
附
則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定

令
和
三
年
十
月
一
日

四

第
二
条
中
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定

令
和
五
年
一
月
一
日

（
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
税
条
例
（
附
則
第
七
項
に
お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）
第
三
条
の
規
定
（
同
法
附
則
第
一
条
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る

改
正
規
定
に
限
る
。）
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
四
年
旧
法
人
税
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
十
二
号
の
七
に
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規
定
す
る
連
結
子
法
人
（
以
下
「
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。）
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

3

施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。）
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結

事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事

業
年
度
を
含
む
。）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
徳
島
県
税
条
例
（
附
則
第
八
項
に
お
い
て
「
旧
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税

に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

4

附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
税
条
例
（
以
下
「
三
年
十
月
新
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
十
六
の
三
の
規
定
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
以
後
に

支
払
を
受
け
る
べ
き
利
子
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
利
子
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

5

三
年
十
月
新
条
例
第
二
十
条
の
十
六
の
六
の
規
定
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
特
定
配
当
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
特
定
配
当

等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

6

三
年
十
月
新
条
例
第
二
十
条
の
十
六
の
八
の
規
定
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
特
定
株
式
等
譲
渡
対
価
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ

き
特
定
株
式
等
譲
渡
対
価
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

7

新
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。）

に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

8

施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
旧
条
例
の
規
定

中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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